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2026 年 3 月 27 日 
一般社団法人日本ガス協会 

 
日本ガス協会 内田会長 会見発言要旨 

 
本日は、①LNG の安定調達への取り組み、②2026 年度 日本ガス

協会事業計画、③ガスシステム改革検証の 3 点についてご説明する。 
 
１．LNG の安定調達への取り組み 

先月末に発生したアメリカとイスラエルによるイランへの軍事攻
撃により中東情勢が緊迫化している。都市ガス事業者は、足元では
中東諸国から LNG を調達していないため、現時点で安定供給に支
障は生じていない。一方、エネルギー価格面では、原油価格やスポ
ット LNG 価格が上昇している。都市ガス業界の LNG 調達は⻑期契
約が大半であり、原油価格に一定程度連動した契約が主なため、原
油価格の動向を注視していかなければならないと考えている。原油
価格が上昇すると数ヶ月後に LNG 価格に影響し、さらに数ヶ月後
には都市ガス料金に反映されるという仕組みになっているため、足
元の原油価格水準が⻑期継続すれば、そのような時間軸で影響が及
んでくることになる。我々都市ガス業界としては、今後何らかの要
因で需給ひっ迫が生じた場合には、関係者と密に情報を共有しなが
ら、業界内の連携、政府の枠組みや支援も活用して、消費者の皆様
に安心していただけるよう安定調達に万全を期してまいりたい。 

 
２．2026 年度 日本ガス協会事業計画 

第７次エネルギー基本計画等で、天然ガスが「カーボンニュート
ラル実現後も重要なエネルギー」、e-メタンを含む合成メタンも「カ
ーボンニュートラル化のカギとなるエネルギー」と位置づけられた。
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2026 年度は、こうした環境変化を踏まえて昨年 6 月に作成した「ガ
スビジョン 2050」「アクションプラン 2030」を達成するため、各種
取り組みを具体的に進める重要な 1 年となる。エネルギーの安定的
な調達・供給や災害対応への不断の取り組みを前提とし、都市ガス・
天然ガスを活用した省エネや燃料転換の推進、e-メタン・バイオガ
ス等による全国大での都市ガスのカーボンニュートラル化とそのた
めの環境整備等、全国の都市ガス事業者が志を一つにして取り組み
を加速していく。 

このため、3 つの柱として、「①全国大でのカーボンニュートラル
化に向けた政策対応・イノベーションの加速」「②安全・安心・安定
的なエネルギーの供給に向けた取り組みの強化」「③省エネ・天然ガ
スシフトの加速、地方創生も意識したソリューション提案の支援」
を掲げ、お客さまにとって最適なソリューションを提供し、豊かな
暮らしの実現と社会・産業・地域の発展、そして 2050 年のカーボン
ニュートラル化への貢献を牽引していく。 

「①全国大でのカーボンニュートラル化に向けた政策対応・イノ
ベーションの加速」については、海外産 e-メタン調達に向けたサプ
ライチェーン上の要件整理や国際的な CO2カウントルール整備への
関与に取り組むとともに、e-メタン等の地方も含めた導入促進・利
用拡大に資する中⻑期的な仕組みや制度を検討していく。さらに、
将来を見据えた新規技術の探索・研究開発にも取り組んでいく。 

「②安全・安心・安定的なエネルギーの供給に向けた取り組みの
強化」については、事故対策や地震対策、スマート保安の導入促進、
LNG 供給途絶時に向けた需給両面からの備えに取り組んでいく。 

なお、昨年 12 月 4 日に山口県宇部市で発生した、都市ガスの大規
模供給停止事故については、多くのお客さまに多大なるご不便、ご
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迷惑をおかけしたことを改めてお詫び申し上げる。3 月 9 日に開催
された経済産業省のガス安全小委員会において、本事案を受け、圧
力異常上昇のおそれのある整圧器への防止措置の義務付け等の規制
強化の方針が示された。安全・安心は都市ガス事業の最優先課題で
あり、今回示された再発防止策を徹底し、保安水準のさらなる向上
に向け、会員事業者とともに取り組みを一層強化していくことで、
都市ガスの安全・安心・安定供給に努めていく。 

「③省エネ・天然ガスシフトの加速、地方創生も意識したソリュ
ーション提案の支援」については、省エネや燃料転換の推進、レジ
リエンスや電力需要増加に関する課題解決に向けた分散型電源のさ
らなる普及拡大に取り組んでいくとともに、持続的なガス事業に向
けた各種地域課題への対応も進めていく。 

 
３．ガスシステム改革検証の動向 

昨年 8 月以降、資源エネルギー庁のガス事業環境整備ワーキング
グループにおいて、ガスシステム改革検証の議論が進められている。
1 月 23 日に開催された第 6 回会合では、ガスシステム改革の 4 つの
目的については一定の成果も認められるとの評価がなされた。その
上で、ガスシステム改革が目指すべき新しい方向性として 3 点、①
安定供給の確保、②需要家の選択肢確保、③都市ガスのカーボンニ
ュートラル化、が示された。今後、8 月に予定されている取りまとめ
に向けた検証の中では、物価上昇等の反映や将来的な担い手不足の
解消、カーボンニュートラル社会の推進といった新しい課題への対
応策が示されることを期待する。 

以上 


